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対 象 者 利用者（他人） 家族（父母、義父母、祖父母、配偶者など）
賃 金 あり＝有償労働 なし＝無償労働
価 値 使用価値と交換価値 使用価値












































































































































女 性 66.6  33.4  100（329)
男 性 37.5  62.5  100（288)
全 体 53.0  47.0  100（617)
表４ 要介護者との続柄（複数回答，％)
自分の父 自分の母 配偶者の父 配偶者の母
女 性 44.8  57.8  33.6  53.4
男 性 53.9  73.9  12.2  16.5
全 体 47.8  63.1  26.5  41.2
 





F1  F2  F3 共通性
①介護対象者の性格を理解している .762 .064 －.128 .602
②介護対象者の過去の社会的立場や人間関係を理解している .756 －.022 .002 .572
③介護対象者の気持ちの変化を敏感に感じ取ることができる .721 .168 .121 .562
④介護対象者の視点で物事を考える .717 .237 .127 .586
理解対応
(α＝.893)
⑤介護者としての自分の長所や短所についてよく理解している .709 .185 .022 .538
⑧言葉ではっきり言われなくても介護対象者のニーズを探り出すことができる .691 .358 .109 .618
⑥介護対象者が気持ちよく過ごすための工夫をしている .635 .259 .163 .496
⑦介護対象者との間に対立や問題が起こっても対処することができる .613 .412 .14 .566
⑨介護対象者のやる気を引き出すことができる .611 .322 .232 .531
プラスの ?ストレスの多い状況でもやる気を失わずにいれる .257 .830 .065 .759
感情維持 ?落ち込んでもうまく立ち直ることができる .142 .796 .098 .664
(α＝.738) ⑩状況によっては自分の感情を抑えることができる .428 .603 .175 .578
マイナスの ?介護対象者の前では怒りやつらさなどの否定的な感情を隠す .159 .283 .783 .719
感情抑圧 ?心に感じていることとの違いを自覚しながら感情を表す .009 －.112 .763 .595
(α＝.664) ?いらいらしていても、心が穏やかであるふりをする .089 .492 .663 .689
固有値 4.62  2.62  1.84
寄与率（％） 30.81  17.43  12.26 (60.50)
表６ 重回帰分析で使用する変数の説明
独立変数 性 別 1．女 0．男
基 本 属 性 介 護 期 間 1～480か月
介護時の同別居 1．同居 0．別居
介 護 へ の
関 与 状 況
関 与 の 仕 方 1．主な介護者として関わった 0．補助的に関わった
介 護 内 容 ・身体の清拭 1．行った 0．行っていない
・食事の準備・後始末 1．行った 0．行っていない






介 護 状 況 要介護者との介護以前の関係 1．良い 0．悪い
介護の心理的負担




1．そう思わない 2．あまりそう思わない 3．まあそう思う 4．そう思う
・ものの考えを柔軟にしてくれる




















































性 別 .050 .061 －.025
基 本 属 性 介 護 期 間 .008 －.010 －.011
介護時の同別居 .001 －.102 －.046
関 与 の 仕 方 .168? .172? －.011介護への関
与 状 況 介 護 内 容 ・身体の清拭 .219?? .095 .165?・食事の準備・後始末 .060 .170? .146
配偶者の援助 －.051 －.044 .023
配偶者以外の援助 －.042 .026 －.003
援助態勢と パーソナル・ネットワーク数 ・別居の親族 .220?? .032 .008
周囲の状況 ・友人 .050 .051 .018
・近所の人 .009 .026 .036
・職場の人 .077 .051 .112
要介護者との介護以前の関係 .115 .073 －.022
介護の心理的負担 －.119 －.058 .146
介 護 状 況 ストレス解消の有無 －.011 －.061 .027
介護の位置づけ ・精神的に苦痛である －.040 －.079 －.002
・ものの考えを柔軟にしてくれる .230??? .291?? .137?
重相関係数（R） .550??? .493??? .387??

















n 平均値 SD  F値
自 分 の 父 25  29.0  5.33
自 分 の 母 64  29.8  4.80女 性 1.95配偶者の父 20  28.0  4.68理解対応得点 配偶者の母 64  27.8  5.00
自 分 の 父 24  27.1  4.27男 性 0.35自 分 の 母 52  27.8  5.46
自 分 の 父 29  9.3  1.94
自 分 の 母 77  9.2  1.98女 性 0.54配偶者の父 24  8.8  1.86プラスの感情
維 持 得 点 配偶者の母 73  8.9  1.73
自 分 の 父 22  7.8  2.02男 性 5.08?自 分 の 母 55  8.9  2.04
自 分 の 父 29  8.6  1.94
自 分 の 母 72  8.5  2.30女 性 0.10配偶者の父 22  8.6  2.18マイナスの感
情抑圧得点 配偶者の母 75  8.7  1.80




n 平均値 SD  F値
自 分 の 親 89  29.6  4.94理解対応得点 5.32?配偶者の親 84  27.9  4.90
＊ p＜.05
表10 要介護者との性別関係と感情労働評価得点との関連
n 平均値 SD  F値
理解対応得点 女性→女親 129  28.9  5.00  1.35
女性→男親 44  28.4  4.98
男性→女親 62  27.9  5.59
男性→男親 29  26.9  4.38
女性→女親 151  9.07  1.86  3.73?
プラスの感情 女性→男親 52  9.06  1.91＊＊維 持 得 点 男性→女親 65  9.03 ＊ 2.08＊男性→男親 28  7.75  2.40
女性→女親 148  8.6  2.05  1.80
マイナスの感 女性→男親 50  8.6  2.03
情抑圧得点 男性→女親 65  8.1  2.16
男性→男親 28  7.9  1.76
注）矢印の左側は、介護者の性別 矢印の右側は、要介護者（親）の性別を表す。
＊ p＜.05 ＊＊ p＜.01
 



















































n 平均値 SD  F値
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